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タイトル
	記録されたパフォーマンスが持つリアリティについて
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概要
(600字／
200words)
	生で行われるパフォーマンスというのは、会場に来た観客に対して行われるものであり、本来は記録される為に行われるのものではない。生のパフォーマンスが主で、記録されたパフォーマンスは、その場を共有することができなかった人や、記録として楽しみたいという人の為の、付随的なものだった。ところが2020年以降、配信されるパフォーマンスが増えることにより、記録されたパフォーマンスが生のパフォーマンスと対比して考えられても良いものに位置付けを変えたように思われる。
このパネルでは、記録されたパフォーマンスと生のパフォーマンスをそもそも比較できないものとして捉えるのではなく、比較する価値のあるものとして改めて位置付けることで、記録されたパフォーマンスが持つリアリティについて考える。言い換えれば、生ではないことを過度に意識せずに記録されたパフォーマンスについて考えてみる、ということである。

またこのパネルでは、記録されたパフォーマンスのリアリティを考える上で適切な題材であれば、映像・音声・テキストを問わず対象としたい。配信されるパフォーマンスということを考えた時、生のパフォーマンスで観客が感じ取る様々なことを共有するのに、現在一番近い媒体が映像であるように思われるが、パフォーマンスの種類によっては映像に限らないことが考えられる為、対象の題材の種類は問わないものとする。
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映像で記録された立川談志の落語から考える

	
	（発表要旨　600字／200words）
DVD集『立川談志大全（上）』〜 立川談志 古典落語ライブ 2001～2007〜の中から、主に『風呂敷』と『木乃伊取り』における立川談志と観客のやりとりを取り上げ、談志の演者としての語り口がもつリアリティについて考える。

落語では通常、演者が観客に語りかけるのはマクラだけであり、噺に入ると語り手としての演者は省略され、登場人物の台詞だけで落語が進行されることになる。だからマクラと噺では演者の役割が異なるし、古典落語においては「現代」が邪魔になることにもなる為、噺の中では一般的に「現代」の語り手は省略される。しかし談志の古典落語では、省略されるべき語り手としての談志本人が、噺の最中に現れたり消えたりする。例えば『風呂敷』ではサゲた後、終わらずにサゲについての解説をし始める。また『木乃伊取り』では噺の佳境で突然、演者に戻って観客に向かって語りかける。こういった時、噺の中に出てくる登場人物を演じる談志と、噺を語る現代の演者としての談志には、どちらも同じくらい濃厚なリアリティがある。特に『木乃伊取り』で談志が客席に語りかけた瞬間では、意表を突かれた観客は登場人物の語りなのか演者としての語りなのかを瞬時に判断できない。
このような古典落語から逸脱する談志と観客のやりとりは、音声だけで捉えるのは難しく、映像ならではといえる。この演じている談志と演じられている談志、両者のリアリティについて考えることを通して、記録されたパフォーマンスにおける立川談志の落語が持つリアリティについて考察する。
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